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中心地 システムの理論 化 について

碓 井 照 了蚤

OntheTheorizationoftheCentralPlaceSystem

TerukoUSUI

(1974年9月30日 受 理)

は じ め に

Christallerが 中心 地 理 論tiを 発 表 して 以来,さ ま ざ まな 地 域 で この 理 論 の 検 証 が な さ

れ て きた.そ れ らは,主 に,こ の 理 論 の骨 子 で あ る中 心 地 の 階 層 構 造 を検 証 しよ うとす る

もの で あ る.Viningに 始 ま る中 心地 の 階 層構 造批 判E)が,都 市 規 模 の 連 続 的 な関 係 を示 し

たRank-SizeRule'に 依拠 した もの で あ った こ と は,周 知 の 事 実 で あ り,こ の批 判 に 関

す る論 争 の紹 介 と分 析 は,西 村 睦 男4),森 川 洋5)に よ って す で に な され て い る.こ れ に よ

る と,こ の 問 題 は,Berry,Barnum,Tennantに よ る ア イ オ ワ州 南 西 部,南 ダ コタ州 な

どの実 証 研 究6づに よ って0応 の解 答 が 得 られ た と言 え る.巾 心 地 規 模 の 階 層 性,連 続 性 の

問 題 は,ミ ク ロ的 か,マ ク ロ的か とい う地 域 の ス ケ ー ル に 起 因 し,ミ クロ レ ベ ル で は,

巾心 地 構造 の 階 層性 が み られ るが,マ ク ロ レベ ルで は,中 心 地 の 規 模 的 連 続 性 が 顕 著 に な

る.こ の こ とは,従 来 の検 証 例 に み られ た,階 層 的 か 連 続 的 か と い う二 者 択 一 的 な考 え方

に対 す る批 判 が な され た と考 え て よい.つ ま り,対 象 地 域 の ス ケ ー ル の問 題 を抜 きに した

中 心地 理 論 の検 証 は,無 意 味 で あ る と言 え る.

経 験 的 法則(規 則 性)と して のRank-SizeRuleを 理 論 的 に ど の よ うに説 明 す るか と

い う問題 は,都 市地 理 学研 究 者 の 永 ら くの 課題 で あ った.Simmonは,こ のRuleを 確

率 過 程 の 累 積 結 果 に よ る安 定 状 態 を示 す もの と し て,確 率 分 布 論 の立 場 か ら理 論 的 に説 明

した71.こ れ 以後,こ の 「安 定 した状 態 」 の 概 念 が 都 市 地 理 学 研 究 に 導 入 され,一 般 シス

テ ム理 論(GeneralSystemTheory)8}へ の接 近 が み られ る よ うに な る.Bertalanffyの

一 般 シス テ ム理 論 で は ,こ の 「安 定 した 状 態 」 を正 と負 の フ ィ0ド バ ッ クに よ る組 織 化 さ

れ た均 衡状 態(定 常状 態Steady-State)と して 動 的 に 把 え て い るか らで あ る.

Berryは,こ の 「安 定 した状 態 」 の 概 念 を 中心 地 研究 に取 り入 れ,従 来,静 的 な階 層 理

論 と して批 判 され て きた 中 心地 階 層 構 造 論 を,動 的 な階 層 構 造 論 と して把 握 し よ う と し

た.こ の 試 み は,中 心 地 シ ス テ ムの 理 論 化 とな っ て現 わ れ て い る.中 心地 シス テ ム の 理 論

化 とは,一 連 の実 証 的 研 究 に よ り見 付 け出 され た 中心 地 に 関 す る 二種 類 の モ デ ル を 「巾 心

地 シ ス テ ムの定 常状 態 」 の概 念 で 関 連 付 け よ うと す る もの で あ る.

本 論 文 は,Berryに よ る 中心 地 シス テ ム の理 論 化 の意 義 を 認 め つ つ,こ の 理 論化 の 問題

点 を考 察 し よ う とす る もの で あ る.Berryは,二 種 類 の モ デ ル を 中 心地 シス テ ムの定 常 状

態 の 諸 特 性 を表 わ す もの と して 関 連 付 け よ うと したが,こ の こ とが,論 理 的 に矛 盾 しな い も

の か ど うか,中 心 地 シス テ ム の理 論 化 に お け る問 題 点 を考 察 して み る.そ の た め に は,モ デ

ル その もの にお け る問 題 点 と モ デ ル の理 論 化 に お け る問題 点 を 区 別 して 扱 う必 要 が あ る.
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1.中 心地システムの二種類のモデルにおける問題点

Berryに よると中心地 システムとは,観 察対象(中 心地),観 察対象の属性(中 心地人

口,事 業所数,中 心地サービスエ リアの広 さなど)観 察対象間の相互関係(よ り下位の中

心地の中間点立地などの幾何的パターン),属 性間の相互関係(対 数座標で表わされる関

係),観 察対象と属性 との相互依存(中 心地階層構造)か らなる集合体 と考えられる8}.

このような中心地 システムの特性を表わすモデルは純理論的に引き出された の で は な

く,ア イオワ州南西部,南 ダコタ州北東部,南 ダコタ州南西部,シ カゴの市部と郊外など

の地域を対象とした中心地 システムの比較研究によって,経 験的に引 き出された.

これら一一連の実証研究は,中 心地の規模,数,分 布を説明するChristallerの 巾心地理

論の骨子である中心地の階層構造を実証し,中 心地の諸特性を明確にする事をその目的と

し,そ の成果が,中 心地属性間の相互関係に関するモデルと中心地階層構造を示すモデル

の二種類のモデルとして表現 されたのである.

第1表 中心地システムの構造関係式

(構 造 関 係 式)

①LogPc=al+blC

②LogF=a2+b2C

③LogF=a3+b310gPc

●LogDm=a4-}-b4C

⑤LogPex=LogQex+LogA=LogQex+Logf{Dm}

=・LogQex+Log〔f{Lo9-1(a4+b4C)}〕

⑥LogA=Lo9〔f{Lo9-1(a4‐b4alb1-1)Pcb・/b1}〕

⑦ ・・Pt=LogQt+LogA

=LogQt+Log〔f{Log-1(a4‐b4alb1-1)Pcu・/b1}〕

⑧LogAvillages<10.4-2.67LogP

⑨LogAtowns<9.3-2.067LogP

⑩LogAcities〈22.25-4.75LogP

(変 数)

PC中 心地 の人 口

Pex;サ ー ビス エ リア 内人 口

(中 心 地 の人 口は 除 く)

Pt;Pc十Pex

Dm;消 費 者が 一定 規 模 の 中 心 地 へ

買 物 に行 く最 大 買 物 距 離

A;サ ー ビス エ リアの 面 積

Qex;サ ー ビスエ リア内の人 口密度

(中心地 は除 く)

Qt;サ ー ビスエ リア内の人 口密度

(中心地 を含 む)

C;中 心機能種数

E;事 業所数

F;中 心機能 の総数

表1に 示 した10個 の 構 造 関 係 式10)は,中 心地 属 性 の連 続 的 な 相互 関 係 を表 わ す7つ の方

程 式 と中 心 地 属 性 の 不 連 続(階 層 的)な 相 互 関 係 を表 わ す3つ の不 等 式か らな って い る.

申心地 の 属 性 相 互 関 係 を表 わ す10個 の構 造 関 係 式 は,財 の供 給 範 囲(rangeofgoods)

の 概 念 と財 の 立 地 限 界 規 模(thresholdsalelevel)H'の 概 念 で説 明 され る中 心地 理 論 の 内

容 を数 式 で表 現 し た もの で あ る と言 え る.
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これ らの 関 係 式 に は,二 種 類 の モ デ ルが 未 分 化 の ま ま存 在 して い る.Berryは,こ れ ら

の 一 部 を修 正 して,二 種 類 の モ デ ル を 明確 に分 離 す るわ け だ が,こ の 修 正 が 非 常 に 安 易 に

な され てお り,こ こに1つ の問 題 点 が あ る.

方 程 式 ③,⑤,⑥,⑦ は,中 心 地 の属 性 間 の 関 係 が,両 対 数 座 標 に お い て,直 線 関 係 に

な っ てい る こと を示 して い る.例 え ば,方 程 式③ は 巾 心地 の事 業 所 数 の 増 加 が 中心 地 人 口

の 増 加 率 に比 例 す る こ とを意 味 しL2),方 程 式⑤,⑦ は 巾 心地 の サ ー ビ ス エ リア内 人[の 増

加 率 とサ0ビ ス エ リア の広 さの増 加 率 が一 定 の比 例 関 係 を もち,人 口密 度 に よ って 変 化 す

る こと を示 して い る 夏31.それ に対 して,方 程 式①,②,④ は,中 心 地 機 能 種 数 と 中心 地 人

口,事 業 所 数,最 大 買 物 距 離 との 関 係 が片 対 数 座 標 に お い て 直線 関 係 で あ る こ と を示 して

お り,こ の こ とは,中 心機 能種 数 が 増 加 す れ ば,こ れ ら中 心 地 の 諸 属 性 が 指 数 的 に増 加 す

る こ とを表 わ す'4}.方 程 式 ① ～ ⑦ をみ て み る と,す べ ての 中心 地 属 性 は,中 心 地 機 能 種 数

と一 定 の 函 数 関 係 を もって い る.更 に,こ れ ら中 心 地 の属 性 は,中 心 地 の規 模 を点 的,面

的 に表 現 した もの で あ る.Berryは,こ れ らの 中心 地 規 模 の属 性 と一 定 関係 を もつ 巾心 機

能種 数 を 中 心 性(centrality)と 考 え,申 心 性 の 変 化 に応 じて 中心 地 の諸 属 性 は,指 数 的

に 変 化 す る と言 って い る15).

⑧,⑨,⑩ の不 等 式 は,中 心 地 の 階 層(Village-Town-Cityな ど)に お け るサ ー ビス

エ リアの 広 さの 限界 性 を示 して い る18).中 心 地 の階 層 区 分 は,中 心 機 能 と中心 地 を変 数 と

した 因 子 分 析 に よ って もとめ られ た もの で あ る.

10個 の構 造 関 係 式 は,片 対 数座 標 上 の 関 係(①,②,④)と 両 対 数 座 標 上 の 関 係(◎,

⑤,⑥,⑦,⑧,⑨,⑩)に 区 分 され る.Berryは,方 程 式 ①,②,④ を両 対 数座 標 上 の

関 係 に 修 正 し,中 心地 属 性 の 相互 関 係 は,す べ て,両 対 数 座 標 に お け る直 線 関 係 で あ る と

い う1つ の モ デ ル を作 り出 した ので あ る17).

方程 式 ①,②,④ の 修 正 に 関 して,Berryは,次 の よ うに 理 由 付 け して い る.「 中 心 機

能 種 数 と他 の 中 心 地 属 性 との 関 係 が 指 数 函 数 に な った原 因 は,中 心地 の 階 層段 階 が 少 な

く,用 い られ た巾 心 機 能 の 分 類 が,階 層 段 階 が 高 くな る に つ れ て増 加 す る中 心機 能 の専 門

化 を充 分 に 反 映 してい な か っ たか らで あ る13}.」 しか し,巾 心 機 能種 数 は,巾 心地 の 他 の

諸 属 性 と は異 な り,中 心 地 の 規 模 を決 定 す る た めの 指 標 で あ る.Berry自 身 もこれ を中 心

性 の 指 標 と して い る.中 心 機 能 種 数 を指 標 と した 中心 性 が,他 の すべ て の諸 属 性 と一一定 の

関 係 を有 してい るゆ えに,中 心 機 能 と 中心 地 を そ れ ぞ れ変 数 とす る因 子 分 析 に よ って,中

心 地 の 階 層 区 分 が 可 能 な の で あ る.Berryの 中心 地 研究 は,巾 心 機能 種 数 を 中 心 性 の 指 標

と した と ころ に最 大 の 特 徴 が あ る.そ れ 故,中 心 機 能 種 数 を 他 の諸 属 性 と同 一 レベ ルに し

て しま う こ とは,彼 自身 の研 究 を根 底 か ら くつ が え す こ とを意 味 す る.

Berryは,方 程 式,①,②,④ を修 正 す るが,こ の 方 程 式 の 意 味 す る関 係 は,そ の まま,

階 層 構 造 モ デ ル 旦91(T2。=dk'-1:w階 層 の段 階,d一 最 下 位 段 階 の 中 心 地 の 諸 属 性,k=上

位 階層 段 階 の 中心 地 に対 す る下 位 階層 段 階 の 中 心地 数 の比 率)と して 表現 され て い るに す

ぎな い.階 層 構 造 の モ デ ル は,中 心 地 シス テ ムに お い て,す べ て の 中 心 地 の 属 性 が,中 心

地 の 階 層段 階 に応 じて指 数 的 に 変化 す る こ と を数 式 で 表 現 した もの で あ る.ア イ オ ワ州 に

お け るBerryの 実 証 研 究 に よ る と,中 心 地 の 階 層 が,最 下 位 段 階 か ら上 位 段 階 へ 上 昇 す

るに つ れ て,中 心 機 能 種 数 が24種,48種,96種 と指 数 的 に増 加 し,こ の 関 係 が,T≪.=24×

2'dと して表 現 され たEO).ダ コ タ州 の 中心 地 シス テ ムで は,T,,.-15×2～d2nで,筆 者 の

研 究 に よ る と奈 良 盆地EECで は,Tu,=25×2～dで あ っ た.

この 階 層 構造 モ デ ルは,片 対 数 座 標 上 で の 直 線 関 係 を示 し て い る.方 程 式 ①,②,④
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は,中 心機能種数(C)と 他の諸属性 との指数関係を示すが,階 層構造モデルは,中 心地

の階層段階(ZU)と 他の諸属性 との関係が指数関係であることを示 している.つ ま り,こ

れらの方程式と階層構造モデルは,同 一の関係を表わしているのであ り,同 …関係式で中

心機能種数と階層段階が置換 されているにす ぎないと言える.更 に,Berryは,階 層構造

モデルを発表する以前に,方 程式①,②,④ が階層組織を暗示するような関係を有してい

ることを情報理論やOdumの 階層組織の理論によって論 じているのである23}.

Berryの モデルは,中 心機能種数を中心性の指標とすることによって,経 験的にみつけ

られたものである.こ のように重要な役割を果たす中心機能種数を他の諸属性と同一 レベ

ルにしてしまい,中 心地の属性相互関係を両対数座標における直線関係 として単純化する

ことは,論 理的に矛盾するものである.こ の認識に立つならば,中 心機能種数を除 く他の

諸属性間の関係は,両 対数座標において直線関係を示 し,中 心地の階層段階 と中心地の属

性間には,指 数的な関係が存在するとf1え る.し か し,こ れ らのモデルが現実に適合す る

かどうかは,様 々な地域で検証しなければならない.

2.モ デルの理論的意味付けにおける問題点

理 論 とは,モ デ ル や法 則 の 体系 的 な説 明 で あ る.Berryが,経 験 的 な 二 種 類 の モ デル か

ら,中 心地 シ ス テ ムの 理 論 化 を試 み よ うとす る こ とは,そ れ ゆ え意 義 の あ る こ とで あ ろ う.

中心 地 シス テ ムの 二 種 類 の モ デ ル は,中 心 地 シス テ ムの定 常 状 態 の特 性 を示 す もの と し

て意 味 付 け られ る.つ ま り,Berryに よ る と中心 地 の属 性 間 に お け る対 数 直線 関 係 は,中

心 地 シス テ ムが 相 対 成 長 し,一 定 の 安 定 状 態 に あ る こ とを示 す もの で あ り24),中 心地 の 階

層 構 造 モ デ ル は,定 常 状 態 に あ る開 放 シス テ ムの シ ステ ム形 態 を表 わ す もの で あ る25).こ

の よ うに これ らの モ デ ル に よ って 「中心 地 シス テ ムの定 常 状 態 」 の諸 特 性 が,明 確 に され

るわ けだ が ・ 相 対 成 長 に よ る安 定 状 態 と開 放 シス テ ム の定 常 状 態 を 同一 基 盤 で 関連 付 け て

よい もの だ ろ うか.以 下,Berryが これ らの モ デ ル を どの よ うに意 味付 け して い るか を考

察 す る こ とに よ って,こ の 問 題 を検 討 して み たい.

中心 地 階層 構 造 に 関 す る モ デル は,一 般 シ ス テ ム理 論 に お け る開 放 シ ス テ ムの 定 常 状 態

の概 念 を基 礎261に して,理 論 的 な意 味付 け が な され る.つ ま り,Berryは,開 放 シス テ ム

で あ る 中心 地 シス テ ムが,定 常 状 態 に お い て と る シ ス テ ムの 一 形 態(秩 序)を 中心 地 の 階

層 構 造 とみ なす.逆 に言 え ば,中 心 地 階層 構 造 モデ ル が存 在 す る とい うこ とは,巾 心地 シ

ステ ムが 開 放 シス テ ムで あ り,定 常 状 態 に あ る こ とを意 味 す る.

開 放 シ ス テ ムに お け る定 常 状 態 と は,ど の よ うな特 徴 を もっ た シス テ ム状 態 な のか .そ

して その よ うな 定 常 状 態 は,巾 心 地 の 属 性 相 互 関 係 モ デ ル の意 味 す る相 対 的 な 安 定 状 態

(Berryに よ ると相 対 的 定 常 状 態)と 両 立 し うるの か.ま ず,こ の点 を検 討 して み る必 要

が あ る.

Bertallanfyの 一 般 シス テ ムの 理 論 に よ る と シ ス テ ムの 飼 囲 の 環 境 とエ ネル ギ ー交 換 を

して い る のが 開放 シ ステ ム27)であ り,こ の シス テ ム は,正 と負 の フ ィー ドバ ック とい う二

種 類 の相 互 作用 を有 して い る.負 の フ ィー トバ ッ ク とは,シ ス テ ム内 の 不均 衡(偏 差)を

な く し・ シス テ ムの 状 態 を安 定 状 態(エ ン トロ ピー が最 大 の状 態)へ む か わ せ よ うとす る

作用 で あ り・正 の フ ィー ドバ ッ ク とは,偏 差 を拡 大 させ不 均 衡 を 増大 させ る傾 向 を もち,

シ ス テ ム を形 態 に お い て変 化 させ よ うとす る作 用 で あ る .開 放 シス テ ム に お け る定 常 状 態

とは ・ 開 放 シ ス テ ム と シ ス テ ム環 境 との エ ネ ルギ ー交 換(投 入 と産 出)の バ ラ ンスが とれ



碓井:中 心地 システムの理論化について173

て い る時,シ ス テ ムが最 大 エ ン トロ ピー の 安 定 状 態 へ むか う作用 と シス テ ムが 仕 事 を効 率

的 に遂 行 す る必要 性か ら シス テ ムの 秩序 を維 持 しよ うとす る作 用 との バ ラ ンス の とれ た状

態,つ ま り組 織 化 され た均 衡状 態 を意 味 す る.こ の 組 織 化 され た均 衡状 態 は,エ ン トロ ピ

0が 最 大 の無 秩 序 な 安定 状 態 で は な く,あ る種 の 秩 序 を もっ た均 衡 状 態 で あ る.0般 シス

テ ム理 論 で は,シ ス テ ム の秩 序 は シス テ ムの 幾 何(形 態)に お い て 示 され る .こ の 秩 序

は,シ ス テ ムが 仕 事 を効 率 的 に遂 行 す るた め に 必 要 と され る秩 序 で あ る.

Bertalanffyの 一 般 シス テ ム理 論 に お け る定 常 状 態 の概 念 を簡 単 に 説 明 した が,注 意 し

な けれ ば な らな い こと は,定 常 状 態 とは,組 織 化 され た均 衡状 態 で あ って,エ ン トロ ピー

が最 大 の 無 秩序 な 安 定 状 態 で は な い と い う こ とで あ る.

Berryに よ る と,中 心 地 の属 性 相互 関係 モ デル は ,生 物 の 相 対 成 長28)の 法 則(Lowof

AllometricGrowth)が この モ デ ル に類 似 して い る こ とに よ り,中 心地 シ ステ ムの 相 対成

長 を表 わ す もの と して 理 論 的 に 意 味 付 け られ て い る.生 物 の 相対 成 長 の 法則 は,1つ の器

官 の成 長(相 対 的 相 加 率)が 組 織 体(有 機 体)の 成 長 の0定 分 数 で あ る こ とを表 わ す もの

で あ る.今yを1つ の 器官 の規 模,xを 全 器 官 の 規 模 とす れ ば,こ の 法 則 は

aY
-一一=b-aX- →10gY=10ga十blogx.

y.dtx.dt

に な る.相 対 成 長 の 法 則 が,両 対 数 座 標 で 直線 関 係 を示 す こ と は明 臼 で あ る.し か し,両

対 数 座 標 で直 線 関 係 に な る と言 っ て も1つ の 器 官 と全 器 官(生 物 体)の 規 模 の 関 係 が,異

な る中 心 地 属 性 間 の規 模 関 係 に対 比 で き うるの か と い う問 題 が 残 る.

また,Berryは,都 市 のRank-SizeRuleも この モ デ ル と同 様 に 都 市 シ ス テ ムの 相 対

成 長 を表 わ す もの と解 糺 て い る・ 櫛 のRank-SizeRule.(Pr一 ㍗r一 描 の順

位,Pr=r番 目の 都 市 の 人 口,P1=最 大 都 市 人 口,q=定 数)を10gPr=logPrqlogr

と表 現 す れ ば,こ の 法 則 が 両 対 数 座 標 に お け る直線 関係 を示 して い る こ とが わ か る.こ の

点 に お い て,Berryは,都 市 のRank-SizeRuleと 中 心地 属 性 相互 関係 の モ デ ル を それ

ぞ れ都 市シ ス テ ム,中 心 地 シ ス テ ム に お け る相 対成 長 とい う同一 性 質 を表 わ す もの と し て

関連 付 け るの で あ る.

更 に,Simonが 都 市 規 模 の頻 度 分布 をYule分 布 に適 合 させ,Rank-SizeRuleを 確

率 的 に 説 明 し た よ うに,こ の法 則 は対 数 正規 分 布 に も適 合 し,確 率 分布 函 数 で 説 明 す る こ

と も可 能 に な る.確 率 理 論 に よ る と,様 々 の確 率 分 布 は,確 率 過 程 の 累 積 結 果 よ り生 じる

安 定 状 態 を示 して い る.

関 係 式 の 類 似 性 に よ っ て,Berryは,こ の 安 定 状 態 と相 対 成 長 の法 則 を相 対 的定 常 状

態E9)な る概 念(alloometricsteadystate)で 関 連 付 け て い る.確 率 分 布 で示 され る確 率 過

程 とは,ラ ンダ ム性 を前 提 と した もの で あ り,相 対 成 長 と は,規 則 的 な過 程 を意 味 す る.

更 に,確 率 分布 で 示 され る安 定状 態 は,結 果 と して の 安 定 した状 態 で あ り,相 対 成 長 とは,

調 和 の とれ た過 程 を意 味 す る もの で あ る.相 対 成 長 に よ る安 定 した状 態 とは,調 和 の とれ

た状 態 を意 味 す る.そ れ ゆ え,Rank-SizeRuleと,相 対 成 長 との法 則 が,同 一 性 質 を表

わす もの と して関 連 付 け る こ とは,論 理 的 に矛 盾 す る.一 般 シ ス テ ム理 論 にお い て も,相

対 成 長 の 法 則 は,ア ロ メ トリー の 原 理301と して,調 和 の とれ た状 態 を意 味 して い る.

そ れ ゆ え,こ の法 則 は,開 放 シス テ ムの定 常状 態 と関 連 付 け られ るの で あ る.確 率 過 程 の

累 積 結 果 に よ る安 定 状 態 は,相 対 成 長 の 示 す調 和 の とれ た状 態 とは,異 質 の もの で あ る.

Curryは,Rank-SizeRuleで 説 明 され る状 態 を,エ ン トロ ピー最 大 の 無秩 序 状 態 と

して意 味 付 け て い る3D.確 率 過 程 の 累積 結 果 に よ る安 定 状 態 は,Berryの よ うに相 対 成 長
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にお け る調 和 の とれ た 状 態 と して 意 味 付 け られ る よ りは,Curryの 無 秩 序 状 態 の意 味 付 け

の方 が 適 当 で あ る.な ぜ な ら,Curryは,こ の意 味 付 け の 前提 と して,個 人 行 動 の ラン ダ

ム性 の仮 説 を た て て い るか らで あ る.

Curryは,ま ずN人 の人 問がZ個 の配11∫に配 分 され た結 果 生 じ る様 々 の 都市 規 模 を もつ

Z個 の 都市 群 を考 え,巨 大 シ ステ ムを想 定 す る.こ の シ ステ ム の単 位 は,個 々 の人 間 で あ

り都市 は それ の集 積 した もの とみ な され る.こ の シ ステ ムが どの よ うな状 態 の時,都 市 の

RankSize-Ruleが あ て は ま るか この 問 題 を説 くた め に,次 の2点 が 仮 定 され る.居 住 す

る 都市 を選 択 す る個 々の 人 問 の 行 動 は,ラ ン ダ ムで あ る.こ れ らの 人 間 行 動 が 無 数 に存 在

す る ゆ え に,こ れ らの 現 象 は,確 率 的 な考 察 を必 要 とす る.そ こでCurryは,2番 目 の

仮説 と して,Z個 のす べ て の 都 市 は,個 人 の立 地 選 択 に対 して 同一 の魅 力度 を もって い な

けれ ば な らな い,と 仮説 す る.こ れ ら2つ の 仮定 を もとに して,Rank-Size.Ruleの 成

立 す る シ ステ ム の状 態 は,エ ン トロ ピーが 最 大 の状 態 で あ る と数 学 的 に 証 明 され るの で あ

る.

N人 がz個 の 都 市 に分 配 され,i人1」 規 模 を もつ 都1{∫の 数 をZiと す る と,人 間がz個

の 都 市 に分 配 され る可 能 なす べ て の方 法 は,

P-Z'(。 ≦i≦N)v

llZi!
i=0

で あ り,シ ステ ムが 非 常 に大 きい時,エ ン トロ ピー は,

V
H=10gP=ZlogZ一 ΣZilogZi

1=Q

して順位一規模法則の成立す る状態を数学的にひき出している.

Berryは,こ の法則や申心地の属性相互関係のモデルを相対的定常状態を示す ものとし

て,理 論的に意味付けしたが,同 一の関係式は,エ ントロピー最大の無秩序状態 として も

意味付け可能なのである.

開放システムにおける定常状態は,組 織化 された均衡状態であって,エ ン トロピー最大

の無秩序状態ではなか った.し か し,中 心地の属性相互関係モデルの示す安定 し た 状 態

は,エ ントロピー最大の無秩序状態 として も或はまた,相 対的成長による安定状態 として

も意味付け可能なのである.同 一の安定状態が,全 く異なる状態を二重に表現することは,

不可能である.つ ま り,中 心地システムの定常状態が開放 システムの定常状態の特性と相

対的定常状態の特性を二重に有することは,論 理的に矛盾 していると言 え る.し か し,

中心地 システムの定常状態が,開 放 システムの定常状態の特性 と相対的成長の特性を有す

ることは,論 理的に矛盾するものではない.Berryが,相 対的成長による安定状態を確

率的安定状態 と同一視したことが問題なのである.な ぜなら,こ れらの関係式で示 される

状態が,二 種類に意味付けられるということは,一 つの現象に対するアプローチの相違を

示しているか らである.相 対的成長による安定状態 と確率的安定状態は,ア プローチが異

なるゆえに,前 者が調和のとれた状態,後 者が無秩序な状態になる.Berryは,全 く異質

なアプローチによる状態を相対的定常状態なる概念で関連付けたゆえに,論 理的矛盾をひ

きおこしたといえる.こ れらの関係式によって示 される現実の状態は1つ であるが,ア プ

ローチの相違によって,相 対成長における調和状態 としても,ま た,エ ン トロピー最大の

無秩序状態 としても意味付け可能なのである.
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階 層 構 造 モ デ ル の理 論 的 な意 味付 け は,中 心地 の 属 性 相互 関係 モ デル の 時 と同 様 に,こ

の モ デ ルの 関係 式が,シ ス テ ムの秩 序 や有 機 体 の秩 序 の 関係 式 に類 似 して い る こ とに 依 っ

て い る.Berryは,関 係 式 のY似 性 よ り,階 層 構 造 モ デル が,情 報量,マ クロ的 負 の エ ン

トロ ピー な状 態 量3?1,中 心 地 シス テ ム の定 常 状 態 に お け る秩 序 の度 合 測 定 量 に 等 しい と考

え る わ けだ が,こ の 方 法 は,様 々 な問 題 を含 ん で い る.

中心 地 の 階 層 構 造 モ デ ル は,巾 心 地 の 階 層 段 階(w)が 変 化 して も,中 心 地 属 性 の 変 化

率 が 一 定 で あ る こ とを示 して い る.そ こで,Eを 中 心地 の 属 性 量,Cを 定 数 とす れ ば,こ

の モ デ ル は,

dE

E.dw-C-._ZU=L・1・gE

に書 きか え られ る33).Odumの 有 機 体 に お け る階 層 構 造 の 方 程 式 は,1を 個 体 数,Sを

種 の数Kを 定 数 とす れ ば,

一一dl-一一一=KS=K-110gl
l.ds

に な る.同 様 に,情 報 理 論 に お け る情 報量 は,情 報 源 に お い て各 元 の 出現 が 独 立 で 同確 率

の 時(P、-P2-P3…-Pn-1n)H-1・gnに な る.Berryは ・ これ ら・ 縣 式 の 類 鮒

を前 提 と して,こ そ らの 諸 関 係 が す べ て秩 序 を表 わす もの で あ る と考 え る.情 報理 論 にお

け る情 報 量 をBerryは,マ ク ロ的負 の エ ン トロ ピー の 状 態 量 とみ な し,シ ス テ ムの秩 序

の 度 合 を示 す もの だ と考 え る わ けだ が,も と も と情 報 量 とは,無 秩 序 性,不 確定 性 で計 ら

れ る もの で あ って,無 秩 序 の 場 合 が,情 報 量 最 大 な の で あ る.更 に これ らの 関係 式 は,熱

力 学 にお け る エ ン トロ ピーの 関 係 式 に等 しい.エ ン トロ ピー とは,不 可 逆 過 程 に お け る無

秩 序 状 態 の測 定 屋で あ るsal.す で に,Curryは,個 人 行 動 の ラ ン ダ ム性 の仮 説 よ り,こ

の 関係 式 を無 秩 序 の度 合 を示 す もの と して把 え て い る.

この よ うな 同一 関係 式 の 異 な る意 味 付 け は,秩 序 を ど う把 え るか に よ って 生 じて くる問

題 で あ る と言 え る.Berryに よ る と,中 心 地 活 動 が 効 率 的 に 行 われ る た め に必 要 な秩 序 を

中 心地 シス テ ムが維 持 し よ う と して と る定 常 状 態 の 一一形 態 が,中 心 地 階 層 構 造 で あ る.中

心地 の 階 層構 造 は,秩 序 維 持 の た め の シ ス テ ムの 一 形 態 で あ り,秩 序 その もの で あ る と言

え る.そ れ ゆ え,階 層 構 造 モ デ ルは,秩 序 の 関 係 式 と して 意 味 付 け ら れ る.そ れ に対 し

て,Curryは,個 人 行 動 を拘 束 す る こと に よ っ て成 立 す るのが,秩 序 で あ る と考 え る.無

秩 序 で あ る程,個 人 行 動 の 自由 性 が 高 くな る.故 にCurryは,こ の関 係 式 を個 人 行 動 の

自由 性 を示 す もの,無 秩 序 性 を示 す もの と して 意 味 付 け て い る.こ の よ うな問 題 は,シ ス

テ ム を全 体 的,有 機 体 的 に把 え て シス テ ムの構 造 や 特 性 を解 明 し よ うとす るBerryの 立

場 と個 人 行 動 の ミ クロな 観 点 か ら,そ れ らの 集 合 体 と しての シス テ ム の特 性 を分 析 しよ う

とす るCurryの 立 場 との相 違 に基 づ く もの で あ る.

シ ス テ ム を有 機 体 的 な もの と して全 体 的 に把 え るか,ま た は,シ ス テ ム単 位 の微 視的 な

行 動 の観 点 か ら,確 率 論 的,集 合 的 に把 え るか に よ り,1司 一 の 関係 式 は,全 く異 な る理 論

的 意 味 付 け を もつ こ とに な る.

3.結 語

二種類のモデルその ものの論理的検討,こ れらモデルの理論的意味付けの考 察 に よ っ

て,中 心地システムの理論化における問題点を分析して きた.

中心地 システムにおける二種類のモデルは,経 験的な地域研究によって見付け出された
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もの で あ る.そ れ ゆ え,こ れ らモ デル の 検 証 は現 実 の 地 域 研 究 に よ らぎ る を得 な い.し か

し,Berryが モ デル を安 易 に修 正 し た こ とに は,重 要 な 論理 的 問題 が あ る.こ の こ とは,

す で に 指摘 した.

中 心地 シス テ ムの二 種 類 の モ デル は,開 放 シス テ ムで あ り,有 機 体 で あ る中 心 地 シ ス テ

ムの定 常 状 態 の特 性 を示 す もの で あ った .一 般 シス テ ム理 論 で は,生 物 シ ステ ム を開 放 シ

ス テ ム とみ な して い る .こ の シス テ ム は,相 対 成 長 しつ つ定 常 状 態 を維 持 して い る開 放 シ

ス テ ムで あ る.Berryは,中 心 地 シス テ ムを 開放 シス テ ムで あ る生 物 シス テ ム と同 一 視 し

た と言 え る.そ れ ゆ え,中 心 地 シス テ ムが 相 対 成 長 を しっ つ,開 放 シス テ ノ、の定 常 状 態 に

あ る こ とは,矛 盾 の な い よ うに 思 え るが,相 対 的 定 常 状 態 な る概 念 は,す で に指 摘 した よ

うに矛 盾 す る もの で あ る.

しか し,す で に考 察 した よ うに,こ れ らの モ デル に は,全 く異 な る理 論 的 意 味 付 けが 可

能 な の で あ る.こ の こ とは,同 一一現 象 に対 して 異 な った ア プ ロ ー チが 可 能 で あ る こと を示

して い る.Berryが 理 論化 の よ りど こ ろ と した 一 般 シス テ ム理 論 は,全 体 性,秩 序,相 互

作用 とい うよ うな有 機 体 的 諸 概 念 で構 成 され た 理 論 で あ り,開 放 シス テ ムの モ デル は,熱

力 学 第 二 法 則 を母 体 と した もの で あ る.熱 力 学 は,熱 現 象 を 分 子 的 に で は な く,巨 視 的

(マ クロ的)に ・ 観 察 され る性 質 相 互 の 関 連 性 を解 明 しよ う とす る もの で あ る.つ ま り,

巾心 地 シ ス テ ム,一一般 シス テ ム理 論,熱 力 学 に共 通 す る分 析 ア プ ロ0チ は,マ クロな 観 点

か ら,全 体 的,相 互 作 用 的 に1つ の現 象 を把 え よ う とす る もの で あ る.そ れ に 対 し て,

Berryと は全 く異 な る理 論 的意 味 付 け を,Rank-SizeRuleや エ ン トロ ピー 関係 式 に与 え

たCurryは,統 計 力 学 の気 体分 子 運 動 論 や確 率 統 計 論 を もとに して,シ ス テ ムを個 天 行

動 の ミク ロな 観 点 か ら分 析 しよ う とす る もの で あ る.

同一一現 象へ の ア ブ。ロー チ に み る二元 性 は,全 く異 な った 理 論 付 けを 可 能 に して い る.重

要 な こ とは,Berryが,シ ス テ ム を全 体 的,相 互 作 用 的 立 場 か ら考 察 し,中 心 地 シ ス テ ム

を生 物 シ ス テ ム と同 一 の 開 放 シス テ ム とみ な して い る こ とで あ る .

理 論 化 にみ られ た問 題 点 は,全 体 的 か,分 子 的 か とい う分 析 ア プ ロー チ の 問題 を提 起 し

て い る と言 え る.
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Summary

Thebaseof"ACentralPlaceTheory"werelaidbyWalterChristaler.In

recentyears,bylinkingthisCentralPlaceTheorywith"AGeneralSystem

Theory",Brian,J.L.Berrytriedtodevelopthetheoryofthecentralplace

system.Thecentralplacesystemisasetofobjects(examples,central

places),attributesofobjects(populations,establishmentes),interactions

amongtheobjectsandamongtheattributes,andinterdependencisofobjects

andattributes.

Twokindsofmodelsinthecentralplacesystemwerederivedfromem-

piricalstudiesbyBerryB.J.L,inSouthwestIowa,SouthDacotaandChi-

cago.Thefirstmodelimpliesthatmuchofthecharacteristicsofthecentral

placesystemcanbeexpressedbylog-logregression.Thesecondmodel,

whichconcernsthehiererchyofcentralplaces,inpliesthefollowingrela一
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tions.

T、,,=dk'"一1

whereT、 、,isthenumberofbusinesstypesfoundinacentralplaceoflevel

ω,disconstant,andkisr-1;risbifurcationratio.

Unthetheorizationofthecentralplacesystem,BerryB.J.L.hasidenti-

fiedthecentralplacesystemwiththebiologicalopensystem,withthe

theoreticalexplanationsofthesemodels.Theobjectofthispaperisto

examinesomeproblemsonthistheoreticalexplanationsofthesemodels.

Inabiologicalsystemororganizationtivheregrowthis

LogY=Loga十bLogX

WhereYisthesizeoftheorganandXthatoftheorganism.,aandbare

constants,thisequationrepresentthelawofallolnetricgrowth.Inthis

equation,XandYindicatestraightlineondoublelogarithticcoordinates,so

BerryB.J.L.assumedthatthismodelhadmeanedtheallometricgrowthof

thecentralplacesystem.Withrespecttothesecondlnodel(T、,.=dk・"}1),

BerryB.J.L.triedtoexplainthismodelwiththeconceptsofthesteady

stateofopensystemin"AGeneralSystemTheory".

Inopensystem,thesteadystateischaracterizedbyacertaindegreeof

theorderthatcanbeinthegeometryofopensystem.Berry,B.J.L.assu-

reedthatthisgeometryofthecentralplacesystemappearedasthehierar-

chicalpatternofcentralplacesexpressedbythesecondmodel,becausethe

equationformeasureoftheorderwassimilartothehierarchymodel.

Unthecontrary,Curry,L.explainedthesemodelsintheoppositemeaning.

AccordingtoCurry,L.thelog-logregressionmodelsuggeststhemostpro-

bablestateorthedisorderlystateofthesystem,andthehierarchymodelis

themeasureforthedisorderofthesystem.Unthecontradictioninthese

explanation,Ithinkthechiefdifferencebetweenthemiscausedleythe

differenceinthesystemapproach.


